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あきる野市 五 日 市 小 石 坂 隆 文

◎総世話人 ○世話人 口副世話人

担当 教育庁体育部体育健康指導課 指導主事 杉 原 昇

教育庁体育部体育健康指導課 指導主事 田 尻 栄 吉



目 次

I

H

皿

研究主題

研究主題について

研 究 の 構 想

研 究 の 内 容

1調 査 研 究

(1)

(2)

(3)

(4)

調査の目的

調査の方法

調査結果と考察

調査結果のまとめ

2研 究の視点

1

9
Ω

3

一 人一人が運動 の楽 しさや喜 びを味わ う活動 内容

児 童の主体性 を重視 し,3年 間 を見通 した学習過程

一 人一入 のよさが生 き
,学 習の高 ま りが実感 で きる評価

3実 践事例

(1)マ ッ ト運動

① 学習過程(3年 間)

② 学習内容 の工夫

③ 授業事例

(2)鉄 棒運動

① 学 習過程(3年 間)

② 学習 内容 の工 夫

③ 授 業事例

(3)跳 び箱運動

① 学 習過 程(3年 間)

② 学 習内容 の工夫

③ 授 業 事例

(4)

① 学 習過程(6年)

② 学 習内容 の工夫

③ 授業 事例

Vま とめ

マ ッ ト・跳 び箱運動(2種 目による学 習計画 の工夫)

一1一

2

2

3

4

4

4

4

4

7

8

8

10

11

12

12

12

13

14

15

15

16

17

18

18

19

20

21

21

22

23

24



1研 究 主 題

「自分 のよさを生 か し,互 いに学 び高 め合 う体育学習一 器械運動の学習 を通 して一 」

ll研 究 主 題 に つ い て

「自分 の よさを生 かす」 ことは,児 童が主体的に学習 に取 り組 む原動 力 で あ り,自 ら学 ぶ

意欲,思 考力,判 断力,表 現 力などの資質 や能力 を育成す るための基本 とな るものであ る。 ま

た,「 互 いに学 び高 め合 う」 とは,児 童 が,運 動を共有す る他者 とのか かわ りを豊 か に して い

く体験 を通 して,互 いの よさを生 か し合 う関係 へ と高 ま って い くことで あ る とと らえ た。 「よ

さ」 を学 習の出発点 と して,互 いに学 び高め合い,自 分 のよさをさ らに豊か に広 げて い く。 こ

の よ うな体育学習 こそ,児 童 と運動 とを好 ま しい関係 で結 びっ けて い くもの と考 える。

「 一 二21世 紀に生 きる今の子 どもたち1こ身に付けさせたい力とは 一'一 「L-」一 讐 一一」
主体的に問題を解決 していく力 豊かな人間性 たくましく生きるための健康や体力

「 一 禰 体育科媚 標

巨 顧 の増進・体力の向上

一 「
◎運動に親 しむ資質や能力の育成

[

自分のよさを生かす

自分のよさ

自分で＼

犀 ユ/他 者から
認 め られる

↓

楽 しさ ・自信 ・意欲の 向上

,1=_二=一[主体的
に学習 に取 り組むi

互いに学び高め合

運霧諜
かかわ り合い

i運動の学び方i陵 能

i
一

L鋤 璽1藝登や喜びを

{ 1

1 器械醐 の学習を通 して[t
1

技能の習得 ・i醐

　

一 器械運 動の学習 の現状 一 一 一

・めあてを もって学習 する ことが大切であ ると考 えて いる。(教 師,児 童)

・技能面 の楽 しさを求 めて い る。(児 童)

・指導 しに くい一番 の理 由は,技 の習得 をさせ に くい ことであ る。(教 師)

・教 え合 う活 動 は楽 しい と感 じている。(児 童)

膣
を見っけ ることで,児 童 が 自信 を もち,進 ん で学 習 す る よ うにな

と らえて いる。(教 師)調 査研究 よ 皇」一
一 研究の視点

「1一 人一人 が運動 の楽 しさや喜 びを味わ う活動 内容

2児 童 の主体性 を重視 し,3年 間 を見通 した学習過 程

3一 人一 人のよ さが生 き,学 習 の高 ま りが実感で きる評価
一________

一2一



皿 研究の構想 郵
小学校教育研究員共通研究主題

児童一 人一人 の よさや可能性 を生 か し,「 生 きる力」 をは ぐくむ指導 の工夫

生涯体育 ・スポー ツの視点 体 育科 の今 日的 課 題

器械運動のね らい

小 学校体育部会研究主題

自分の よさを生 か し,互 いに学 び高 め合 う体育学 習
一 器械運動 の学習 を通 して一

基 礎 研 究

・先行 研究 ・器械運動 の特性

・よ さの と らえ方

調査研究
・児童の実態調査

・教師の実態調査

めざす児童像

○意欲 を もち,自 ら進んで楽 しく運動 に取 り組む児童

○ めあてを もち,め あての実現 に向 けて工夫 しなが ら運動 に取 り組 む児童

○相手 の気持 ちを思 いやる心 を もち,互 いに認め合いなが ら運動 に取 り組 む児童

○運動 の楽 しさや喜 びを味 わい,健 康や体力を考え運動 に取 り組 む児童

研究 の仮説

器械運動 にお ける支援 の在 り方 を次 の三つの視点で明確 にすれば,児 童一人一人 の よ さが

生 き,主 体 的な学習活動が展開 され,め ざす児童像 にっなが ってい くだろ う

研究の視点

3つ の視点

①一人一人が運動の楽 しさや喜びを味わう

活動内容

②児童の主体性を重視 し,3年 間を見通 した

学習過程

③一人一人のよさが生 き,学 習の高まりが実感できる

評 価

一3一



W研 究 の 内容

1調 査研究

(1)調 査 の 目的

器械運動領域 におけ る児童 の意識 ・実態 と教師 の意識 ・実 態を探 り,今 年度の研究を

進 めてい く上 での手 がか りとす る。

(2)調 査 の方法

①

②

③

調査期 間 平成10年6月 上旬 ～平成10年6月 中旬

調査方法 質 問紙法 によ る

調査対象 と対象者数

〈児童〉 研究員所属校の4,5,6年 生 及 び研究員所属地域 の4,5,6年 生

〈教 師〉 研究員所属地域 の4,5,6年 担任経験 のあ る教 師一
児 童

第5学 年一一 第6聾 工 亘 計9
1'960人⊥ 嶺

「」還 墾一 一一 一一

L蒙欝 雛 篇 鱒 鎌1び獄 撫 窒轟 鐙 識 料から)一

一
1

器械運動では㌘織 製 鷹 ま講 制 ・1

めあてをもつ

達に教 わ

生に教わ

資科を使う

カー ドを使 う

25X

1gx

53%

器械運動を楽しくするためにどんなことをやってみたいですか

児

童

39%
めあてをも

つと技がで

きるように

なるよ。

1器 械運動の指導で醐 していること1

めあてをもたせるこ

楽しさを味わわせるこ

児童相互の学び合い

技を習得させるこ

資料を活用させること

ss::"・ 層 層・s'・ 較年 、 削 、 73X

70

""・ 淋 輿 、

62X

助言を工夫すること 桝 轟蝋 、恥

運勤量を確像するこ

評価の仕方

33覧

累 、、L301;

・7覧

め あ て を

もたせ、楽

し く学 習

させ たい。

できない技ができる

ようにしたい

できるようになるため

のコツを知りたい

いろいろな技に

挑戦したい

マット・鉄 棒・とび 箱か ら選

ん だ運 動 をしたい

友達と励まし合ったり、教

え合ったりしたい

すきな技

をしたい

もっとたくさん

運動 したい

得点をつけて

競争したい

先生にたくさん教

えてほしい

教

師

ビデオーで自分

の姿を見たい

自分で学習射画

を立てたい

～4一



マット運動は好きですか。

4年 生5年 生6年 生[ 6・3×8・2×24
.3×10・2×17.OX

ls'6xes30 'lx
24・2xes-(》

42.3×48
.O鴨43.3覧

[… とても好き 閣 どちらかというと好き 巳 どちらかというときらい ■ きらい

できる技をしているとき

ウ 新しい技に挑戦してい

友達とのかかわり

オ 先生とのかかわり

鉄棒運動は好きですか。

一
4年 生

16.O覧

一(ガ
320瓢

5年生6年 生

ll畑ll∵鱗1舗
32,フ 覧

学 年 が 上

が る と

「好 き」

の割 合 が

減 って く

る。

限 跳び箱運動は好きですか。i

4年 生5年 生6年 生

　サ　さ 　　　ゐ 　コ　お

… ④ … … 罎36㎝…(珍 　

30.6覧36.9×40.7%

生

よ

き

つ

年

時

好

な

義

4

の

り

に

た

鉄棒運動で楽しいのはどんなときです司

*運 動 の適時性 を考え,3年 間を見通 した学習過程の工夫を考え る必要 があ る。

*一 人一人 の児童 が技 の習得 を しやすい支援 のあ り方を工夫す る必要 があ る。

も

も

よ

意

童

師

じ

な

む

児

教

同

う

識

マ ット覧 動 の 日尋 に つ い て

ややしやす い

58.8%

の について

児 童 も嫌 い1旨1㍊'

が 多 く 教

師 も指 導 し

に くい。

圏

跳び箱運動の指導について

器械 運動 の

中で は指 導

しやすい。

国

技を習得させにくい

63X

41x

57X

進んで取紹ませにくい
瓢41

めあてをもたせにくい

覧22

学び合いをさせにくい

けがが多い

12覧

14x

16鮨

8瓢

技 を習 得 さ

せ る こ と が

難iしい…。

36X

■マット運動口鉄棒運動■跳び箱運動

一5一



一 }{「
・署薯懸 籍 禦 薦 難 驚騰 螺 雛 獅 いのよさ1こ気1

器械運動の学習の中で「自分のよさ」だと思うものはどんなことですか。

協力する

運動 が好き
友達に声をかけ

できるまで
一生懸命やる

安全を守る

よい所を見る

得意技がある

友達を教える

めあてを考える

練習を工夫する
'備 や片づけを

わから旗 、

カードを書く

資料を使う 瓢

11%

ZIO%

1%

9%

8%

6%

1%

眺

6%

6%

4%

教

師

評 価 を工 夫

して よ さを

も っ と見つ

けさせたい。

iよ縦 のよ準 とに鋤 鴇 輔 尉 か

一 穫i購 藝

勘謂 ㈱犠 …馨 饗4%

判柵 凝 難 罎4説
〉

一 櫻 継 よさを生

嚇 鋤 棚 儲
=

竈翻
離慧
な が る 。一

*学 び合 いを重 視 した学 習を展 開 してい くとともに,技 能の向上につなが る学 び合 いを多
!

く取 り入れてい く必 要があ る ________」

友達にどんな声をかけてもらいたいですか。

学び合いを取り入れる理由は何ですか
ll_

がんばパ 糖 鮎嫉禰 繍 聯微彰響 轡 ～

ノ久 童.

り%

23楯 技を習得するため

教師だけでは

指導しきれない

好ましい人閥関係を育てる

技 のできばえの確 かめ

蝋

.… … 蕩25覧'児'

■ 一 ■ ■圏■■■國圏圃28覧

6 1%

120橘
もう少し1闘 置

■ 5 5%

型魑 幽 脳㎜,蹄
圏 ■■1■ ■■圏 圏24%

i24%
一 囮レ

29瓢

口4年 生

盈
5年 生

6年 生
45%

ドンマイ

上手だね

で3奪とこ名よi㌦

00に 気をつけて

もっとこうした

ほうがいいよ

学 年 が 上 が

る ほ ど 技 の

ポ イ ン トを

知 りた が っ

ている。

豊 か な 人 間 関

係 づ く り と 技

能 面 で の 学 び

合 い を 期 待 し

てい る。

・19曳

できたね 圏 ■勲 ・ 18%

9覧
36瓢

軸
教

師 詫 ll122艶
隔階雁　 -

32%

一6一



(4)調 査結果 のまとめ

児童 ・教師の意識調査からとらえた考察

一人一人が運動の

技能面の楽 しさを求

めている

技の習得には 「めあ

て学習」が必要だと ここ
〉≧感

じている

楽 しさや喜びを味わう

活動内容

・めあての とらえ方

技能習得,楽 しさ

・めあ てのもたせ方

児童の主体性を重視 し,

3年 間の見通 しをもった

学習過程

めあて を もたせ る こ

との重視(85%)

で きる技 に取 り組 ん

で いると き楽 しい

(約30%)

好 きと感 じる児童 が,

学年 が上が るごとに

減少(鉄 。マ)

・運動の適時性

.二触一人一人に応 鶴な

指導 しに くい一 番の

理 由 は 「技 を習得 さ

せに くい」

よ さを いろいろな角

度 か らと らえて いる

よ さがわか らな い児

童が11%い る

・関心 ・意欲 ・態度

面 に比 べ,思 考 ・判

断面 での認識 は,回

答数 が少 ない

一人一人のよさが生き,

学習の高まりが実感できる

評 価

よ さを見 っ けること

で,児 童 が 自信 を も

ち,進 ん で学習 す る

よ うになる ととらえ

ている

,きrζ さ に筆付 ぐ3 、生 か す

sg'i,ra亙 評 嫡 φ等 未:':i…シ'

技能面での学び合い

を期待 している

(45%)

学 び合 い'

学年が進むにっ

れて,技 能面の

声かけを望む

教え合 った り,

励 ま し合 った り

した い(47%)

技 の習得 には,

友達 との学 び合

いが大切 だ と考

えてい る

70%の 教師が児

童相互の学び合

いを重視 してい

る

一7一



2研 究 の視点

(1)一 入一人 が運動 の楽 しさや喜びを味わ う活動 内容

① めあての と らえ方

器械運動 の特性か ら,技 ができるようになること,よ り土手 になることが運動 の楽 しみ

方 として考え られる。 しか し,実 態調査か ら,児 童 は今 もっている力で技を上手 にする活動

に対 して,楽 しさをあまり感 じていない ことが考察で きる。そ こで,児 童が器械運動 の楽 し

さを十分 に味わえるよ うな活動内容の在 り方(め あて1・ めあて2の 活動)を 見直す必要が

ある。

器 械 運 動8

罪

吟 も っ て い る カ で 楽 し む

妙

一 器 械 運 動 の 楽 し み 方楽 しみ 方5

新 し い 技 に 挑 戦 し て 楽 し む

妙
「め あ て1」

今 も っ て い る 力 で 、 器
械 運 動 の 楽 し さ を 味 わ
う

～ 「めあて1」 の捉え方～

児童の個人差に応 じた多様な活動を工夫 し
なが ら、今 もっている力で器械運動の楽 しさ

を味わ うことや技のできばえを高めることを
ね らいとする。

技そのものを、直接高めるための活動に限
らず、児童は、いろいろな楽 しみ方(競 争的
な要素を含んだ達成型、表現的な要素を含ん

だ達成型)の 運動に取 り組む。

運動の楽 しさや喜びに触れる活動に向かって
「面白そうだ」 「やってみたいな」という児童

の気持ちや思いを重視する。

めあての中身は、児童の思いや学習経験によ
って多様に変化する。

一 めあての中

技

技 (動 き)の ポ イ ン ト

場 や 用 具

っな絢

「め あ て2」

新 し い 技 に 挑 戦 し て 、
技 が で き る 喜 び を 味 わ

う
～ 「めあて2」 の捉え方～

「新 しい技」とは、新たに取 り組む別の技

だけでなく、それまで取 り組んできた技のス
モールステ ップ(技 ができるまでの段階や、

その技がさらに高まっていく段階)も 噺 し
い技」として捉え る。

児童は、目標、課題、活動を自らが決定 し
運動に取 り組んでい く。

① 目 標 の 設 定
児童は、できるようになりたい新しい

技を決定する。

② 言果 題 の=遜 …択
新 しい技ができるようになるたあの技

のポイントを、他者とのかかわ りや学習
情報をもとに自己決定する。

一③ 活 動 の 決 定

自分の課題の解決に合った場を選び、
活動の仕方を決定する。

※ 「め あ て1」 と 「め あ て2」 の っ な が り

学 び 方 意 欲 技 肯旨

めあて1と めあて
2の 学習は、相互に

学習の進め方や楽 し
み方に発展 していく

「めあて1」 の楽 しさの高ま りが 、 「めあて2」 での挑戦意

欲 にっ なが り、 また、 「めあて2」 での技 の広が りが 「めあて

1」 での楽 しさの高ま りにっなが る。そのサイ クルを繰 り返す

ことで、児童 の意欲は さ らに高 まって い く。

一っの技が系統的

に発展 していったり

技の広がりが多様な
楽 しみ方にっながっ
たりする
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② めあての立て方

・ め あ て1

今 も っ て い る 力 で,器 械 運 動 の 楽 し さ を 味 わ う

めあて1で は,児 童 は個人差 に応 じた多様 な活動 に取 り組む。 その際,児 童 の動 機付 け

や めあてを立 て るための気持 ちや思 いに は,多 様 な場面が考え られ る。 よって,め あて1

の運動 の内容 は,児 童 の多様 な気持 ちや思 いか ら,実 態 に応 じて決定 されて い く。

めあての立 て方 の例(児 童の気持ちや思い)

工夫 した場や用具等 に動機付

けられて活動する場合

〔例:跳 び箱運 動〕

1技 ので きばえを高 める ことに

動機付けられて活動する場合

「集団跳 び箱

5段 の場」

「リズ ミカ ル

に跳 ぶ」

「開脚跳び」

「集団跳び箱

5段 の場」

「開脚跳び」

ポイントi「騰 望ル

「開脚跳び」

〔例:跳 び箱運 動〕

「開脚跳び」

気持

「手を強 くっ 「手を強 くっち

ゃ き放 して遠 き放 して遠

裸 くへ跳 ぶ」 、 … くへ 跳 ぶ 」

↓瀞 繭 …繭 …瀞
碗 童の気持ちや思い力獺 していく場合

「 め あ て 2

ー 新 しい技 に挑 戦 して,技 が で き る喜 びを 味 わ う
ー

めあて2で は,新 しい技 に挑戦 し,技 がで きる喜 びを味わ うため に,児 童一 人一 人 が 目

標 ・課題 ・活動 を 自己決定 してい く。

め あ て の立 て方 の例(児 童 の気持 ちや思 い)

〔例:マ ッ ト運動〕

① 目標の設定國 『後転 がで きるよ うにな りた い』

/＼ 新講 臨 。一
匝]]～ 一 一 塵 圓

② 課題の選択

「両手のっきはな し

を強 くする」

〈…… 児童の気持ちや思いが発展 していく場合

③ 活動 の決定

「坂道 マ ッ トで,手 の つ き

はな しを強 くして回 る」
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(2)児 童の主体性を重視 し,3年 間を見通 した学習過程

器械運動の学習過程

学 び 方 の 見 通 し
一… … 器 械 運 動 の 学 び 方

・め あ て の も ち 方 ・見 通 し

・活 動 の 工 夫 ・振 り 返 り

・資 料 活 用 ・安 全 ・教 え 合 い

児 童 の 実 態 や 学 習 の 準 備 状 況 に応
じて 見 通 し を も ち 、 実 態 に応 じた 学

馳鑓
方騰灘統

発
得

系
の
習

の
年
が

技
学
技

○
○
○

じ

つ

応
も

に
を

況
し

状

通
備
見

準

、

の
て
乱

習
だ
す

学
序
夫

や
順

工

態
を
を

実
階
程

の
段
過

童

の
習

児
技
学

た
た

児 童 自 らが 見 通 しを も っ て進 め る 学習 へ

*1単 位 時 間 の 計画 *単 元 を 通 して の計 画

3年 間 を 見 通 し た 学 習 過 程 の 考 え 方

A(主 に4年 生):学 び 方 を 知 り,技 を っ か む 段 階

B(主 に5年 生):学 び 方 を 身 に 付 け,技 を 広 げ る 段 階

C(主 に6年 生):自 分 で 学 習 を 進 め,技 を 高 め る 段 階

4年i5年16年
学
び
方
の

見
通
し

A学 び方 を知 り,

技 をつかむ段階

(め あての もち方,安 全,振 り返 り) B学 び方を身 に付 け技 を
広げる段階

(活動の工夫,資 料活用
教え合い)

C自 分で学習を進め,技 を高
める段階(学 習の見通 し)

技

の

習

得

の

見

通

し

マ

ッ

ト

運

動

回陣 転 開脚前転 伸膝前転… 齋 隔

獲朧 開鷹 一 騰 転… 一… 一一

一

側方倒立回転

静1頭 はねおき
止!首 倒立 一一頭 倒立 倒立(補 助)一 一

技1片 足水平立ち 片足旋回

鉄
棒
運
動

前 方回転お り 一 一 前方支持 回転 一一一一 一 一一一

逆 上が り 一 後方支持回転 一 一一 一一 一

ひざか け上が り ももかけ上が り 一

後方 ひざか け回転 ・(前 方 ひざかけ回転)

支持か ら後 ろ跳 びお り 一一一一

踏み越 しおり
一 一 転 向 前 お り 一 一 一 一 一一㎝ 『 一 　

跳
び
箱
運
動

開脚跳び
かかえ込み跳び 頭はね跳び

台上前転

一10一



(3)一 人一 人の よさが生 き,学 習の高 まりが実感で きる評価

① 自己評価 に生 きる相互評価の活 性化

器械運動 は,個 々の能力 に適 した課題 を達成す る楽 しさを味わ うことを特性 とす る運 動

であ る。教 師 は,主 体的 な学 習を支 え る自己評価活動が円滑 に機能す るように支援をする。

その際,学 習の高 まりが実感 で きるよ うスモールステ ップで行 った。 具体 的 には,「 で き

ばえヵ一 ド」 を用 いて,マ イスター ト(今 の自分 の力)・ マイ ゴール(学 習 して い くこ と

でな りたい姿)を 考 えて取 り組 むよ うに した。

また,友 達 の技 ので きばえや学 習の進 あ方か ら学ぶ ことや,と らえに くい自分ので きば

えを助言 に よって認 識す ることも多 い ことか ら,友 達同士での学 び合 いを重視す る必要 が

ある と考 えた。 そ こで,評 価 において上記 のよ うな研究の柱 を定め,そ の具現化を図 った。

下図 は,相 互評価 の情報伝達 と心情認知 に焦点 を当て た考え方を示 した もので ある。

児 童 の評 価

相 互 評 価

1晴報伝達
・技能向上のため

・できばえを知るため

・めあて決定のため

活性化の手だて ↑

☆学習資料の活用(精 選)

☆ポイント学習の時間の設定

等

学 び合 い

高まりが実感できる

一 一 自 己 評 価

ふ りかえ り

・楽 しさ

・で きばえ

・めあて達成

釦
相互 評 価

心情言忍矢口

・認 め合 い

・励 ま し合い

・意欲 の高 まり

↑活性化 の手 だて

☆ グループ学 習のあ り方

☆ グループへの支 援

等

曾
教 師 の評 価

☆評価計画(具 体的な相互評価の現れ ・自己評価の活性化)

② 具体 的 な相互評価 の現れ

児童の評価をよ り確実に教師が とらえ られるために,特 に相互 評価の具体的な姿を 「情報伝

達」「心情認知」の視点か ら整理 し,教 師の支援に役立てたいと考えた。

例 ・マ ット運動 ・A段 階 く教師が評価す る方法=観 察 ・声かけ ・資料で〉

情 報 伝 達 心 情 認 知

めあて1 よ く見合 い,声 か けを して いる。

【安全・身体の使い方】 〈観 ・声〉

「い くよ」「まっす ぐで きて るよ」

「支えてあ げようか」

認 め合 うなかで,互 いのよさに気付 いてい

る。 【応援】 〈観 ・声〉

「うまい」「す ごい」「きれい」

「前転が上手 だね」「あ りが と う」

めあて2 学 び方 を伝え合 い,技 のできばえを確 か め

合 っている。

【技のできばえ・学び方】 〈観 ・声〉

「あの場 所でや ってみた ら」

「足 がのびてい るよ」

励まし合うなかで,互 いに技の上達を喜び

合っている。

撚黙覧濃
学習のまとあ

めあての決定

よ りよい学び方 を確 かめ合 ってる。

【場や練習の工夫】 〈資 ・観 ・声〉

「あそ こでや ってよか ったね」

「もう一度 や ってみよ うね」

互 いのよ さを認 め合 って いる。

【賞賛】 〈資・観・声〉

「前転がで きるようにな って よか ったね」

「きれ いだ った よ」
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3実 践事例

(1)マ ッ ト運動

① 学 習過程(3年 間)

A:学 び方 を知 り,技 をっかむ段階 【主 に4年 生】(45分 ×5回)

段階
回

学

習

内

容

?舌

動

つ

1
カ 、 む

2

1学 習 の 進 め 方 を 知 り、 見 通

しを もつ。

2技 を 知 り 、 試 し て み る 。

① 前転② 開脚 前転③ 後転
④ 開脚後 転⑤側 転⑥ 首倒立
⑦ 頭倒 立⑧ 片足水平立ち

3学 習 資料 の使 い 方 を知 る 。

で き ば えカ ー ド

グ ツ ドボ イ ス

学習 カー ド

イ ス タ ー ト 、 マ イ ゴ ー ル

は 、 こ の ス テ ッ プ に し よ う

高 め る
345

め あ て1

今 もって い る力でマ ソト運動の楽 しさを味 わ う

○ 互 い に よ く見合 って 、 教 え 合 い、 励 ま し合 い な
が ら学 習 を進 め る。

い ろい ろな 場 で 運 動 して 楽 し も う
・傾 斜 マ ッ ト ・ライ ンマ ッ ト ・ロ ン グマ ッ ト

ポ イ 〆 ト 学 習

場の特徴や 学び方 の上手なグループを紹介

め あ て2

新 しい技 に挑戦 して、技 がで きる喜びを味わ う

03人 く らい の グル ー プで 互 い に補 助 し合 っ た

り、 教 え 合 っ た り して 学 び 合 う。

転 の で き ば え④ に挑 戦 だ(ま っ す ぐ回 る

○ 学 習 の ま とめ をす る 。
・学 習 を振 り返 り、 学 習 カ ー ドに記 入 す る。

B:学 び方 を身 に付 け,技 を広 げる段 階 【主 に5年 生】(45分 ×6回)

段階
回

学

習

内

容

?舌

動

つ

1

カ 、

2

む
3

1学 習 の進 め 方 を知 り見 通 しを もつ。

2技 を知 り、試 して み る 。
・A段 階(主 に4年 生)で 学 習 した 技

・新 しい技

① 伸膝前転② 跳び前転③伸膝後転
④ 頭はねお き⑤側方倒立 回転

⑥片足旋 回⑦倒立(補 助 を して)

3学 習 資 料 の 使 い方 を知 る。

・サ ン キ ュ ー カ ー ド

・で き ば え カ ー ド ・学 習 カ ー ド

4技 の ポ イ ン ト発 見 をす る。
・A段 階 まで の 技 の ポ イ ン ト

・新 し い技 の ポ イ ン ト

が増 え た な 一 。
い ろ い ろ な 技 が で き るよ う に

な りた いな!

高
4

め あ て1

今 も って い る 力で マ ッ ト運 動 を楽 しむ

め

5

る
6

○ 互 い に よ く見 合 って 、 教 え合 い、 励 ま し

合 いな が ら、 学 習 を進 め る。

技 の で き ば え を見 合 って 楽 し も う

見 合 う こ と によ りで き ば え を 高 め る

ポ イ ノ ト 学 習

で き ば え を 高 め る た め の ポ イ ン ト紹 介

め あ て2

新 しい技 に挑 戦 して で き る 喜 ひ を 味 わ う

03人 く らい の グ ループ で 互 い に補 助 し合 っ

た り教 え合 っ た り して 学 び合 う。

U方 倒 立 回転 に挑 戦 だ 。 ポ イ ン トを

見 した ら友 達 に も 教 え よ う。

○ 学 習 の ま とめ をす る。
・学 習 を振 り返 り、 学 習 カ ー ドに 次 の め

あ て を記 入 す る 。
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C自 分で学習 を進 め,技 を高 ある段階 【主 に6年 生】(45分 ×6回)

段階

回

学

習

内

容

・

活

動

っ か む

1 2

1学 習の進 め方を知 り,

見通 しを もっ。

2A,B段 階(主 に4,

5年 生)で 学習 した技 を

確 かめ,試 してみ る。

・実 態 に応 じて,試 して み

る技を絞 る。

①前転 ②開脚前転 ③後転

④開脚後転 ⑤側転

⑥首倒立 ⑦頭倒立

⑧片足水平立ち

⑨伸膝前転 ⑩跳び前転

⑪伸膝後転 ⑫頭はねおき

⑬側方倒立回転

⑭片足旋回 ⑮倒立(補 助)

3単 元を見通 して学習計

画を立て る。

。今 もって いる力で楽 しむ

学 習計画(め あて1)

・で きる技 を増やす学習計

画(め あて2)

・めあて1 ,め あて2の 毎

時間の時間配分 を考 える。

高 め る

3 4 5 6

めあて1

今 もってい る力 でマ ッ ト運動 の楽 しさを味わ う

0互 いによ く見合 って,教 え合 い,励 ま し合 いなが ら,学 習 を進 め

る。

技 を組 み合わせ た り,連 続 させて楽 しもう

個人 で ・集団で ・いろいろな場で

めあて2

新 しい技に挑戦 して,技 がで きる喜びを味わ う

03人 くらいの グループで互 いに補助 し合 った り,教 え合 った りし

て学 び合 う。

跳 び前転 を組 み合 わせ たいか ら,動 きの

ポイ ン トを考 えなが ら運動す るよ。

○学 習の まとあをす る。

・学習を振 り返 り,学 習 カー ドに記入す る。

【1単 位時間の配分例】 で きる技を増や したい場合

備

動

準

運

めあて

1

めあて

2

イ

ト

ポ

ン

ま とめ

な ど

*「 ポイ ン ト学習 の時間」 は,実 態 に合わせて設定す る。

② 学 習内容の工夫(3年 間 を見通 した学 習資料 の精選)

児童 が学習資料 を効果的 に使え るよ うに,3年 間を見通 した学習資料 の精選 を行 った。

各学年 で重点的 に使用す る資料 を下記の表にま とめた。

学 習 資 料 A段 階(4年) B段 階(5年) C段 階(6年)

サ ンキ ュ ー カ ー ド

(発見 した技能 ポイ ン トを記入 す る)
△ ◎ △

グ ッ ドボ イ ス

(友達にア ドバイスや感謝を伝える)
○ ○ △

学 習 カ ー ド

(めあてを確認 し,自 己評価する)
○ ○ ◎

で きば え カ ー ド

(技ので きばえをスモールステ ップに分
けた段階表で,自 分の達成度を知 る)

◎ ○ ○

指 導 の た め の ヒ ン ト集

(主 に,教 師が支援に活用する)
△ △ △

【記号が示す意味】
◎…各段階(学 年)に 合った資料で使用すると,学 習が効果的に展開できる資料
○…各段階(学 年)で の使用は,実 態に応 じて取 り扱いの軽重をつける。
△…各段階(学 年)で の使用は,実 態に応じて必要があれば取り扱う。
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③ 授業事例

第4学 年 「高 ある段 階」の展開例(5時 閤扱 いの4時 間 目)

学 習 ♀舌 動

1場 の設定 をす る。

2準 備運動をする。

3め あて1の 学習 をす る。

●坂道マ ッ ト

● ライ ンマ ットで楽 しもうi

4ポ イ ン ト学習の時間。

●めあてiの 振 り返 り

●よい取 り組みの紹介

5場 の変更をする。

6め あて2の 学習 をする。

●得意技 を増やそ う

7め あて2の 成果を見合 う。

8学 習 カー ドに記入す る。

● 自己評価を行う

●一 言感想を書く

9場 や用具の片付けをす る。

姶整理運勤 をする。

◎ めあて1

教 師 の 支 援 と 児 童 の 反 応

教 自而の 支i援

●前よ りも上手になった子

● よい所を見つけ られた子

をめ ざそう!

●坂道マ ットだ とどうなの?

●早く回れちゃうんだ。

◎ポイン ト学習の時間

◎めあて2

タ邑童 の 反 応

・見 る所 に気 を っ けよ う。

・や るか ら見 て いて ね 。

・勢 いが つ い た よ。

・坂道 マ ッ トだ と 早 く

行 っ ちゃ う。

《めあ て1の 振 り返 り》

●坂道マ ッ トで後転がスムー ズ

にで きたのはどうしてかな

●坂道 は勢いがつ くんだね。

●まっす ぐに回るのにはどう?

《よい取 り組みの紹介》

●補 助をしてあげているのが

いいね。

●やる前に動きのポイン トを

言 えていたね。

・坂 道マ ッ トだ と加 速 が っ く。

・早 くて 圏 りや す い。

《観察 して いる児童へ》

● ～ さ ん、 見 て い る位 置が

い いね 。

● ～ 君 、 ど こか ら見 て あ げ

れ ば いい かな 。

・安心 して で き るね 。

・しっか り見 て も らえ るね 。

轟

《運動 して い る児 童 へ》

● ～ さん 、 手 の つ き方 が よ く

な っ たよ。

● ～君 、 も っ と ゴ ール の段 階

を あ げて み た ら。

・勢 いを つ けて 、 や っ てみ て。

・ま っす ぐか .見 て いて ね。

・言 わ れ た 通 り に した ら

うま くで き たよ 。

・で きた ぞ 。

上の 段 階 を め ざそ う。

学 習 カ ー ド よ り

●頭倒立 は難 しか ったけれ ど、～ さんか ら教えて もらえ たので、少 しで きるよ うにな った。

●全部 で きるよ うにな ったの も、友達や先生が助 けて くれたか らだ と私は感謝 しています。

● 自分の決めた ゴールまで進 むことがで きて うれ しか ったです。

一14一



② 鉄棒運動

① 学習過程(3年 間)

A:学 び方 を知 り,技 をつかむ段階 【主 に4年 生】 (45分 ×6回)

段階 っ か む 高 め る

回 1 23 456

学

習

内

容
・

活

動

めあて1

今 もっている力で鉄棒運動の楽 しさを味わ う

1鉄 棒運動のね

らいや学習の進

め方(学 び方)

を知 り,見 通 し

をもっ。

2「 できばえカー

ド」を使 って技

のできばえ(今

の力)を 知る。

・支持から後ろ跳

びおり

・前方回転おり

1あ あて1の 活 動 内 容 を知 る。

ホールインワ・鉄劇 ホールインワン鉄棒

(後・跳びおり判(前 回りおり)
⊥

郵

2「 で きば え カ ー ド」 を使 って 技

の で き ばえ(今 の 力)を 知 る。

・逆上が り ・膝かけ上 が り

・後方膝か け回転(前 方膝かけ回転)

・前方支持回転 ・踏み越 しお り

3挑 戦 した い 技(め あ て2)を

決 め る。

ホールインワン鉄棒

(後 ろ跳 び お り)

・自分 の 力 に合 っ た楽 しみ 方 で 運 動 して 技 の で き

ば え を高 め る。

【ああて1の 活動例】(毎 時間固定 グループ)

ホールインワン鉄棒

(前回 りお り)

シンクロ鉄棒

(技を同時に行 う)

・め あ て1を 振 り返 る
。●1ポ イント学習の時間」

めあて2

新 しい技に挑戦して技ができる喜びを味わう

(越 で出来・かわか・亟)

(蚕 ・技をふやした亟)

(==上 手・した・・=)

・1っ の技や技の組み合わせを練習する。

!上がるH回 るH下 りる1(騎 骸 動グノレープ)

・学 習 を 振 り返 り
,次 時 の め あ て を もっ。

B:学 び方 を身 に付 け,技 を広 げる段階 【主 に5年 生】(45分 ×5回)

段階 つ か む 高 め る

回 1 23145

学

習

内

容
・

活

動

1学 習 の 進 め 方 を 知 り,見

通 しを もっ 。

2調 べ た い技 を 選 び,技 調

べ を す る。

・膝かけ上が り

・ももか け上が り ・逆上が り

・後方 支持回転 ・前方支持回転

。後方膝かけ回転・(前方膝かけ回転)

・前方 回転お り ・転向前お り

・踏 み越 しお り

・支持 か ら後 ろ跳 びお り

● 匪 イント学習の時間1

・チ ャ ンピオ ン カー ドを使 っ た学 習 につ い て

1今 も。てい、力で縄 の楽しさを味わう[

・技 の達 成 カ ー ド(チ ャ ン ピオ ンカ ー ド)を 使 用

しながらできばえを高め・。 チヤ茎膳 ぞ!

(毎時間固定グループ)

ああて2

新 しい技に挑戦 して技ができる喜びを味わう
どの くらい

で きるのだ ろ う?

3学 習計 画 を た て る。

技調べを もとに

上が る技や回 る技や下 り

る技 を決め るんだ よね。

・技 の組 み合 わせ や ,そ の 中 の1っ の 技 を練 習 す る。

【上がるト 回るト 下りる1(毎 時間変動グループ)

(=≦ ぱ・友達や・一・・て大麺=)

・学習を振 り返 り,次 時のめあてをもつ。
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C自 分で学習を進 め,技 を高め る段階 【主 に6年 生】(45分 ×4回)

段階

回

学

習

内

容

活

動

つ か む

1

1学 習の進め方を知 る。

2め あて1の 活動内容

を4・5年 生の経験

を生か して行う。

3め あて2で 挑戦 した

い技 を決め 、練 習す

る。

4次 時 か らの学 習の見

通 しをもつ。

5め あて1の グループ

編成 をす る。

高 め る

2 3 4

[三 薦議 晶 葱 わう

一一㎜=一

年、5年 でや った ことに しよ うかな 自分で計画

すゑタ充ね

　　

li一

(毎時間固定グループ)

か ら新 しい技に挑 戦 しよ うかカ

「rw"一 一'"一"ha-"-hめ あ て2

======「

1新 しい技に挑戦して技ができる喜びを勅 う・tl

・技の組み合わせや、その中の1つ の技を練習する。

上が る 回 る 下 りる(毎 時間変動グループ)

ポイ ン ト学習の時間 ・今後の学習の見通 しについて

・学習の振 り返 りについて

・学習 を振 り返 り、次 時 のめ あて を もつ。

② 学 習内容 の工夫(め あて1の 活動例)

めあて1で は,今 もってい る力で鉄棒運 動の楽 しさを十分 に味わ うことが大切で あ る。

そ こで児童 の発達 段階を考慮 し,競 争的 ・表現的 な要素 を含 む運動内容 を児童 に提示 し,

よ り意欲的 に取 り組 めるよう工夫 して い く。

o

魎
一 一一… ホ ー ル イ ン ワ ン 鉄 棒 一一一一一 「
　 　

1技のできばえを競争的な要素を入i

iれて行う。;

沸 紳
.シ ンク ロ鉄 棒
き

i技 の組み合わせへのつなが りを考
　 り

}凡 て,表 現的な要素を入れて行う。
L_

9

舅

O牽

よ うし,

今 日は後 ろ跳び

お りのチ ャンピ

ォ ンを僧指 すそ!

一 一一～ チ ャ ン ピ オ ン カ ー ド ー 一一一一,
じ

i友 達 と競 争 的 に 運 動 しな が ら,1
　 き

1技 の で きばえ を 高 め て い く。;

i技 の達 成 カ ー ド使 用(チ ャ ン ピl

iオ ンカ ー ド)i

O

ン

ン磯饗
沸 嫉

霧
とう学習

しようかな・・

1学 習 の 見 通 し,
!4,5年 生 で 経 験 した楽 しみ1

;な が ら技 の で きば え を 高 め て1
:い く方 法 や,自 分 の挑 戦 した 季
　 ア

1い 技 に取 り組 む な ど,自 分 で!

i学 習 の 計 画 を たて て い く。}
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③ 授 業事例

第4学 年 「っ かむ段階」 の展開例(6時 間扱 いの2時 間 目)

学習活動

1本 時の学習を確認す る。

2準 備 運動 をす る。

・鉄棒 ,ろ く木,登 り綱 等 を

使 って逆 さや 回転 ・感覚 等

を経 験 す る。

・めあて1の グル ープで行 う。

3め あて1の 活 動 内容 を知

る。(ホ ール イ ンワ ン鉄 棒)

4で きばえカー ドを使 って

技ので きばえを知 る。

・逆上が り ・膝か け上が り

・後方膝かけ回転

。前方膝かけ回転

・前方支持回転

・踏み越 しおり

5学 習 の ま とあをす る。

。学 習 を振 り返 り,カ ー ドに

書 く。

・次 時 に挑戦 す る技 を決 め る。

6整 理運動 をす る。

7用 具の片付 けをす る。

教師の支援 と児童の反応

固定施設を使 って,

いろいろな動 きを

しようね

轡

鉄棒 の地球回 りが楽 しいな

手 の突 き放 しに気

をっけるといいよ

ろ く木 は横 にわ た って

い くとい いよ

綱を今度は片手で握 るよ

㊥
ね らった と ころまで跳 べ た よ

ど こまで で きて い

るか,友 達 と見合

って ね

轡

線があ るか ら競争 しよう

ぼ く,も う少 しだ けれ ど

ど う した らい いのか な?

ステップカー ドを

見て挑戦す る技を

決めよ う

上 が る,下 りるの2つ

で もいい よ

逆Lが りは,跳 び箱を使 う

とや りやす くなるよ

次 の時間か らは,○ ○

技 に挑戦するぞ

'読

〃
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(3)跳 び箱運動

① 学 習過程(3年 間)

A:学 び方を知 り,技 をっかむ段階 【主 に4年 生】(45分 ×5回)

学

習

内

容

活

動

つ か

■ 。2

1学 習 の進 め 方 を知 る 。
・め あ て の もち 方

。単 元 や1時 間 の 流 れ

(め あ てi・2の 活 動)
・器 械 や 器 具 の 扱 い 方

・安 全 に つ い て

・資 料 や ノー トの 使 い 方

2跳 び 箱 運 動 につ い て 知 る。
・枝 につ いて
・助 走 、 踏 み 切 り、 着 手

着地 等 のポ イ ン ト

膿
"=

3枝 を知 る 。(マ イス タ ー ト)

◇開脚跳び
◇台上前転

◇かか え込み跳び
◇横跳び越 し

4「 集 団 跳 び」 を経 験 す る。
・十 文 字 跳 び

・8の 字 跳 び

5学 習計 画 を立 て る
・単 元 の 目標(マ イ ゴ ー ル)

・次時 のめ あ て

め る

3～5

エ
ン
ジ
ヨ
イ
タ
イ
ム

め あ て ■

今もっているカで、跳 び箱運勤の楽 しさを味わ う

○ 自分が選んだ場で運動 し、楽 しみ なが ら技ので きばえを高め る。

4蒔

録 、競 争 の

…場 別 グル ー プ

一 第3時

匪 団 跳 胡

わた しは、横向 きな ら閲
脚跳びができるわ。 ≠丈

鎚 びで何度 も跳ぼ う

8の鋤 ・あ・ね@ 踏切位置飯争や かげ算
舘 びもあるよ。

轟 蒔一
今 日は選ぷ ことがで きる
か ら、偲人の場で前の時
間にで きた台上前転 をや
ろう.癬

学 び 方(例)

友 達 の め あ て に よ っ

見 る位 置 を変 え ると
い いね 。

騰 ・

ポイン ト学習の時間

ノ 　へ 　
披 の ポ イ ン ト(例)

肩 を前 に出 し、 手 を突 き放

そ う。

…レ
ベ
ル
ア
ツ
プ
タ
イ
ム

騨

め あ て2

新 しい技 に挑戦 して、技ができる喜びを味わ う

○ 自分 に あっ ため あ て を も ち、 練 習 を工 夫 して新 しい 技 に挑 戦 す る。

O互 い に よ く見合 い 、 教 え合 い 、励 ま し合 って運 動 す る。
一 第3a寺 一 一 著4壁

前 転

・台 上 前転

・大 きな台 上 前 転

…3～4人 維 く異 質露 定)

闘 脚 跳 胡

・開 脚 跳 び

・発 贋 した 枝

5
「 ん だ

Aさ のめ て

台上前転(枝)
あ ごを引 き背中を丸める(ポ 〉
連結 した跳び箱の上で 場

B:学 び方 を身 に付 け,技 を広 げる段階 【主に5年 生】(45分 ×5回)

霞階

回

学

習

内

容

■

動

つ か む

工

1学 習 の 進 め 方 を 知 る 。
・学 習 の め あ て

・単元 や 一 時 間 の 流 れ

・器械 や 器 翼 の 安 全 な

使 い 方 。
・資料 や ノー トの 使 い 方

2跳 び箱 運 動 につ いて 知 る。
・技 や ポ イ ン ト

3技 を知る。(マイスター ト)

◇開脚跳び

◇かかえ込み跳び

◇台上前転

4「 頭 は ね 跳 び 」 を知 る。
・枝 の ポ イ ン ト

・練 習 の 仕 方

・補 助 の 仕 方

槻z羅

5学 習 計 画 を立 て る
・単元 の 目標

(マ イ ゴ ー ル)
・次 時 の め あ て

高 め る
2～5

エ
ン
ジ
ョ
イ
タ
イ
ム

● ■o・

め あ て1
今も っているカで、跳 び箱運動の楽 しさを味わ う

○ 自 分が 選 ん だ 場で 運 動 し、楽 しみ な が ら技 の で きは え を高 め る。

…場 別 グ ル ー プ

わた しは、8の 字跡 び で

開脚跳び とかかえ込み跳

ナ文芋r溺ぴや シン

クロ跳 びもあ るね。

ぼ くは 岩「地 位 置競 争

を す る よ。OOさ ん

に は 負け な い そ 。

=踏切位置縦 争やカ∀ナ

翻 びもあ るよ。

㎜
わ た しは前の時閥に

か かえ込み跳びがで

きるようになったの。

便凶の砺で試 したい。

⑳
の使 い方(伊

腰が上がらない ときは

段差跳び箱 で練習 し
よ う。

・難'

ポイ ント学習の時間

「
く'ヴ

技 の ポ イ ン ト(例)

手 を 着 い た ら顔 を上 げ

胸 を突 き出 す よ うに しよ

う。

…レ
ペ
ル
ア
ツ
プ
タ
三

●

一
め あ て2

新 しい技に挑戦 して、技がで きる喜びを味わ う
…3～4人 組(異 質闘 定 〉

○ 窃分 に あ っため あ て を も ち、 練 習 を工 夫 して新 しい 技 や段 階 に挑 戦 す る 。

○ 互 い に よ く見合 い 、 教 え合 い 、励 ま し合 っ て 運 動す る。

匡壷・開 脚 跳 び

・か か え込 み跳 び

嘩
}

・台 上 前 転

・大 きな 台上 前 転

・頭 は ね 跳 び

第4時 ・5時薩
Aさ んのめあて

かか え込み跳び(技)

手をついた ら突 き放す(ポ)

差跳び箱で 場 夢
一18一



C:自 分で学習 を進 め,技 を高 める段階 【主 に6年 生】(45分 ×6回)

段階 っ か む 高 め る

回 1 2 ～ 6

/＼ 戸 ミ
「 一 一1

1学 習 の進 め方を知 工
め あて1

る。

・単元,1時 間 の流れ 〔
ン 今 も って い る力 で, 跳 び箱運動の楽 しさを味わ う 場 別 グル ープ
ジ

・学習計画 の立 て方 自 ヨ ○ 自分 の選 んだ場 で運動 し,楽 しみなが ら技 ので きばえを高め る。
・器械や 器具 の安 全 な 分 イ
使 い方

・資料や ノー トの使 い

k方 ノ

に
合
つ

タ

イ
ム

一 集 団跳 び の場 一

・8の 字跳 び

・十文字跳 び

一記 録 ・

・着地跳び

・踏み切 り位置

競争の場一
で きる技を

高める

個人の場
で きそうな技に挑戦する。

(め あて2を 初 めか らや

学 た / L__」 ・シ ンク ロ跳 び ・かけ算跳 び る)

β 学 モ ク

戸習 /、 習 ＼ 「 一 一1
緊

内
2技 を 知 る。(マ イ

ス タ ー ト)
計
画 髪

あ あて2

新 しい技 に挑戦 して,技 がで きる喜びを味わ う
… 技 別 グ ル ー プ

ル◇開脚跳び を
容 ◇かかえ込み跳び 立 ア ○ 自分の学 習計画 に従 い,練 習を工夫 し新 しい技 や段階 に挑戦 す る。

■

◇台上前転

◇頭はね跳び

て

る

ツ

プ
タ

○ 同 じ技 や段階 を選んだ もの同士で,

運動 する。

よ く見 合 い, 教 え合 い, 励 ま し合 って

＼ ノ 〕 イ
活

号
ム

L___」 ( 開脚跳び

台上前転

・かかえ込み跳び

・頭 はね跳 び

・それぞれの発展技

渓 グ
動 「 、

3学 習計画を立て る。
A

・単元の目標(マ イゴー

ル)

・めあて2

・次時のめあて

めあて2の

計画例

かかえ込み

跳 びが上手

にで きるよ

うになりた
いなあ や ってみよ う

かかえ込み跳び
の練習を4時 間

時 間

技

段
できばえ

Il 23

か かえ かか え

44

③ ③

4

かか え

4

④

56

か かえ 台上

55

⑤ ④

＼ ノ

。 ○

「ポ イ ン ト学習の時間」

② 学 習内容の工夫(め あて1の 活動例)

めあて1で は,競 争 ・記録 の場,集 団跳 びの場,個 人 の場 の3っ(跳 び箱運動 の特性 にふ

れた内容)か ら,児 童 自身 の楽 しみ方 にあった場 を選択 で きるよ うに工夫 した。

【集 団跳 びの場】

◇8の 字 跳 び

06人 以 上で集 まり,連 続 して,た て

横 交互に跳んでみ よ う!

L

冒 一→「
ワ

〕

◇ 十 文 字 跳 び

○跳 び箱 のたて横 どちらかを選んで,交 互

に跳んでみ よう!

◇ シ ン ク ロ跳 び

○跳 び箱3～4個 を並べ て,リ ズムを

合 わせて連続跳 びを しよ う!

「

L

ー

1

」一

」

鴻

【競争 ・記録 の場】

隠驚鶴認悪 癖驚 霧={
iつ けよう!1

i

「

1

1
1
1

陽羅羅難 蘂罫易乱認一一一1
i大 きな動作を身につけよう!l

l・l

l垂 還 鍵 匹蚕述___.__」
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③ 授業事例

第5学 年 「高 める段階」の展開例(6時 間扱 いの4時 問 目)嘉 教師の支援 と児童の反応 一 一引

り
自

一

〇
〇

一

ー

i

I

l
-
1「
!

-

ー

準備運動をする◎

め あ て を も って今 日 もが ん ば ろ う。

じ亜 コ㊤

今,は冶 上蔽 で碗叉巡 繊

諜 織 技}[i壷]… ジ・イタイム

ll[璽 濡 爵・:薯 総1灘 贈 ＼

悪壁も㌻鞠
4

一

ー

ー

;

ー

1-
1
1
」

　耀臆盤
4

(廊 高くす・亟=)

磯娠森
15新 しい技に挑戦 して,

1で きる喜びを味わう・

雁 「 一「

め あ て2-,

「新 しい技に挑戦 して技ができる喜びを味わう!～ レベルアップタイム
』_=一 一 口

口

U

一戸

1台上前転
1

頭はね跳び1
し

一

ρ
0

舳ー

～固定グループで学習

「 グループで協力 して補助 し

iた りポ… 轍 えあ・た

L処 て学習 しまし・う・

「菌購77ト 「蒋 「
L竺 壁L_.」

額藷霊釦

…手の突き放・を強くす・少 ノ

(一 一一一すごいそ,ああて達成だ。一 一_一)
　 　 　　ヘへ

手 を着 いた ら 目を 前 にす ると いい よ。

1

ー

…

-

ー

ー

ー

ー

7 繋∴糠 翻
ドー 一 愚

。。、ん、1∫臨
きれ い にで きた ね。

■ ■

すご女ヱ塑 皇_//

___一

ー
ー
」ー1

-

l

1

1

ー

ー

ー
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(4)マ ッ ト運 動 ・跳 び箱 運 動(2種 目 に よ る学 習計 画 の工 夫)

r・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 『2種 目に よ る学 習 計 画 の工 夫』 の考 え方 一一'一'一'一'一'『'一

:学 び方を身に付けた瞳 が泊 分の思いや願いに応 じて学習計画を立てる・とは・見通 し:

1を もち・よ り意欲的 ●主体的に学習に取 り組 むことにっながる。 また・器械運動の中でマ ッ トI

l運 動 と跳 び箱翻 は・技 の系雛 か ら類似する もの もあ り・技 の習得 の有効性や場 の設定 のl

I合 饗 難 隷 謙 自分で学習を進職 を高畷 階【主に6年生】の発展型とし

L三ニゴ墨磐 型堕塑塾医 型弛歯竺琶些盟型.ヨΣ三堕 讐竺=._.」
① 学 習過程(6年)

C:自 分で学習 を進 あ, 技 を高 め る段階 【主 に6年 生】(45分 ×12回)

段階

回

学

習

内

容

●

活

動

教

師

の

支

援

っ か む

1

オ リエ ンテ ー シ ョ ン

○学 習の進 め方を知

り,見 通 しを もっ。

・学習の流れ(単 元 ・

1単 位 時間)

・学 習資料 の活 用の

仕方

・めあて1 ,2の 内

容

・めあての立 て方

。学 習計画の立 て方

等 を知 る。

02,3時 の学習計

画を立 て る。

2 3

自分の学習計画にそっ

て,運 動 をす る。

(マ ッ ト・跳 び箱)

随
↓

画
○学習の進め方をっか

む。

・運動の ポイ ン ト

・場の設定や活 動の方

法

・教え合いや安 全な運

動の仕 方

等をっかむ。

012時 までの学習計画

を立てる。

(第3時)

○めあて1,2の 内容や進め方を十分に伝え

る。

○安全面にっいて指導する。

(運動の仕方,用 具の準備,配 置,補 助の方

法等)

○学習計画を立てるときには特性にふれるた

めに,以 下の点に配慮 して支援する。

・必 ず2種 目に取 り組 む。

・1つ の種 目に続 けて3時 間取 り組 む。

高める 【前期】

456

高める 【後期】

789 101112

めあて1

今 もっている力で器械運動の楽 しさを味わう

・グループ毎 に3時 間の計画を立 て,い ろい ろな

楽 しみ方で技ので きばえを高 め るため に運 動す

る。

・3時 間毎 に固定 した グル ープ(2～3名)で 取

り組 む。

めあて2

新 しい技に挑戦 して技ができる喜びを味わう

・場 の設定や練習方法を工夫 して取 り組 む。

・互 いに補助 し,教 え合 って,学 び合 う。

・技能 の向上を重視す るため,技 別(め あて別)

のグループ(2～3名)で 取 り組 む。

1ポイ ン ト学習の時間1

・学 び方や技能の ポイ ン トを知 る。

1学習のまとめ1

・固定 グループで ,学 習の成果 を確か め合 う。

・次時 のああてを もっ。(学 習計画の修正)

○ めあて1は,い ろいろな楽 しみ方 を味わ いなが

らも,技 ので きばえが高 まるようにす る。

○ めあて2は,自 分のめあてに合 った場を設定 し,

友達 と教 え合 って学 習 に取 り組 むよ うに促す。

○ ポイ ン ト学習で は,学 び方や技能 の ポイ ン トを

知 らせ,今 後の学習の方向付 けをす る。

○学習 のまとあで は,め あて に対す るで きば えや

前時(ま たは最初の時間)か らの伸 びを意識 し

て,見 合 うよ うに助 言す る。
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② 学習内容 の工夫(学 習計画 の立て方の工 夫)

○器械運動 の特性 にふれ るよ うにす る。

(小 学校 の発達段階 を考 えてすべての種 目に取 り組 ませ たい。)

○児童 の思 いや願 いに対応で きるようにす る。

(運 動す る種 目や時間的 な欲求 など)

○児童が技能の高 ま りを実感で きるよ うにす る。

○計画 に柔軟性を もて るよ うにす る。

そ こで児 童が計画を立 て るとき,以 下 の3点 を考慮 した。

○マ ッ ト運 動 と跳 び箱運動 の2種 目に取 り組む。

01つ の種 目に続けて3時 間取 り組 む。(っ かむ段階 は2時 間)

03時 間の取 り組 み終 了時に計画 の見直 し,修 正をする。

(ポ イ ン ト学 習で重 点的に扱 い,学 習 の方向付 けを してい く。)

「 一 ・・児 童 の 学 習 資 料[学 習 の 進 め 方]よ り 一 一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 一 一「

学習計画を立てよう ・2～12回 は 自分で学習計画 を立 てて取 り組 もう
。

り伊

矧

一

マ ッ ト運動でで きる技 を増や した い

のでマ ッ ト運動の時間を多 くとった。

111f,a

雇.

ト_L__ト_一 一 ド__9

技 ζ1前 転 頭倒立 頭はね跳び 頭はねおき

L_⊥ 一

・必 ず ,マ ッ ト運 動,跳 び箱 運 動 の2っ を取 り組 も う。

・1っ の種 目で 続 けて2～3回 は取 り組 も う
。

・1っ の種 目が 終 わ った と き
,計 画 を見 直 そ う。

・身 に付 けた い技 や ど う して この よ うな計 画 を立 て たの か 理 由 を書 い て お こ う
。

」 ・一一 ・一一 ・一 ・一 ・一一 ・一一一一・一 ・一 ・一 ・一 ・一一 ・一._.__..一 ■_._._.__ .ny■_.r___.___,_,_,_."
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③ 授業事例

第6学 年 「高 める段階」 の展開例(12時 間扱 いの6時 間 目)

学習活動

1本 時の学 習内

容を知 る。

2準 備運動 と場

の設定をする。

3[め あて1]

今 もって いる

力で,器 械運動
の楽 しさを味わ

う
・グループごとに

決めた楽 しみ方
で運動する。
マ ット運動

技の組み合わせ
(個人)
技の組み合わ せ
(グループ)

璽
8の 字跳び 着地
位置競争

4[亟 圃

新 しい技 に挑

戦 して,技 がで
きる喜 びを味 わ

う
・場を変更 し,め

あて2の 学 習 に

取 り組む。

圃
頭はねおきグループ
開脚前転グループ
跳び前転グループ

覇
開脚跳びグループ
台上前転グループ
頭はね跳びグループ

5ポ イント学習
・学習計画 の修正

の仕方を知 り,

学習の見通 しを

もつ。

6学 習の成果 を

確かあ合 う。
・固定グループで,

各場 に移動 し,

学習の成果 を見

合い話 し合 う。
。今 日の学習 を振

り返 り,学 習カー

ドに記入す る。

7整 理運動 と片

付けをする。

教師の支援 と児童の反応

1めあて1の 事例

」

「

みん なが,楽 しく

取 り組 める活動 に

しよ う!

,マ ッ ト運動 ・組み合 わせ技

(表現 的な要素 を含 んだ達成型)
「 「 「

T
l向 きをかえるなど,

i工 夫 を してみよ う!
」

技 と技 をっな げ

るために,足 を

クロスさせて,

前 の時間で,で き

るよ うにな った技
じ

をいれて,組 み合わせ技をっ1

くってみよう!1

蜜
「

君 は,で きる技 を組 み

合 わせ てや ってみれ

ば?rL-一

_一 一一_一 一一」 ○ ○ に し た け ど

旨 ど う だ
っ た?

その組 み合 わ

せ,よ か ったよ。

T

-
-
」

皿

}

-

」

皿

跳 び箱運動 ・着地位置競争 「や った∠ノ前 回よ りも遠 くに着地 で

(競争的 な要素を含んだ達成 型)き て,よ か ったね。

「

着 地 の所 を,

見 て い て ね。

「 「

1めあて2の 事例

120cmま で と

べ た よ。

「

膝をまげて,安 定 した着地が

跳び箱運動 ・頭はね跳び
「

手 を着 いてか ら,頭 を
　 着 け るんだよ

。「

で きて いたね。

「
1

コ
…

…

マ

応

q

　　ヘコ

15ん!や 。 て み る.L

L

ド

1友 達を横から見てあ
　

1げ よ う。
「

T-'手 の 前 に,ひ た い を

一 一 「

「

ー

l

l

I

1

1

今の は,こ こに手 を着 いて いた

ので,か な りうま くで きていた よ。

l

I

I

I

I

」

っ け よ う。 マ ッ トの

所で頭 はねお きを してみよ う。

1学習計画を立てよう1[
「 「

マ ッ ト運動の方がで きない技

が多 いので,時 間を多 く取 り

ま した。 「
」

「1

両方同時 に能力を高めた いか ら,同1

じ時間 に しま した。
」

ノ

ノ/・i一 まくで罰

「

とにか く,

開脚跳 びがで

きるよ うにな L

T

りたか ったので,6時 間跳 び箱1
り

運動の時間をとりました。//一

頭 はねお きがで きるよ うにな りたい

・か ら,ま ず,頭 はね とびをや って/!

か ら,頭 はねお きをや るよ う///

に,計 画 を立 て ま した。/、
ノ!1

ー

/
!

!/次 か らはマ ッ ト運動 の予

,//!定 だ ったけれど,頭 はね跳 び

1を もう少 しで マス ターで きるの

iで 続 けたいな。
L

1

　

1な い!作 戦 の
　

1た て 直 し。
」

「

「

ぼ く は マ 。 ・の 技
,〕

が先 にで きる///ノ ノ

よ う に な//1//

り た し〉!///

1

:

ド

多/!順 副 欄}iマ イゴール1・到達で きたかな?
r

I
」

計画 とお り!iL
」

ぼ くは,予 定 より

も早 くで きたので,種

目をかえよ う。

「
ああてにとどかなかった ら,

計 画をたて直 して,も う一

回チ ャ レンジしよ う。
L

一一 「

ド 　ロ

ゴ学習計画を修正しよう1「
L_1
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Vま とめ(成 果,課 題)

1研 究の成果

児童の変容(実 証授業での児童の声から)

,'/'・ 友 達 と ど こ ま で い け る か 競 争 ＼ 、
'
＼ 、 し て お も し ろ か っ た,/'

・き みんなで リズムよ くそろ うと楽 しい ㌧

/㍉ グループのみん なが,や さ し'

＼㌔ く教え て くれて うれ しか った

・た くさんの技 がで きるよ うに

な って楽 しか った.

・で きばえカ ー ドをよ く見 た ら'＼

で きるよ うになった ノ/

"
・友 達 が ,い ろ い ろ な コ ッ を 教 え て

＼. 、く れ た の で で き る よ う に な っ た,一
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活 動 内容

○ 「めあて1」 の多様 な活動を工夫 した ことで,児 童が今 もって いる力で器械運 動の楽 し

さを味 わ うことが で き,「 めあて2」 の意欲的 な活動 にっなが った。

○ 「めあて2」 で は,目 標設定,課 題 の選択,活 動 の決定 を意識 す ることにより,児 童が

学習 の見通 しを もっ ことがで き,技 の習得 に前向 きに取 り組む ようにな った。

○で きばえ カー ドなどを活用 したことに より,児 童 が自分 に合 っため あてを もって活動す

ることがで きた。

学 習 過 程

○教師 が,3年 間 を見通 した学習計画を立て ることによ り,児 童や学級の実態 に応 じて学

び方 や技能 を段階 的に指導す る ことがで き,よ り児童 の思 いや願 いを生か し,個 に応 じ

た学習 を展開 する ことがで きた。

○ ポイ ン ト学習 の時間 を設定す る ことで,学 習の方 向性(学 び方 ・技 の習得)を 示 す こと

が で きた。

評 価

0マ イ スター ト・マ イゴールの考え を取 り入れた ことによ り,児 童が達成感を味わ うこと

がで きた。

○児童の相互評価を 「情報伝達」や 「心情認知」か ら具体的な視点 と して捉えることにより,

支援の ポイ ン トが明 らかにな り,互 いに学 び高め合 う姿が多 く見 られるようにな った。

2課 題
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